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修士プログラム「Chemical Innovation and 
Regulation（ChIR）」 留学経験

Interview

四国化成工業（株）　R&Dセンター　研究企画室
　化学物質管理士補　谷野　穣 （たにの　みのる）

今月のインタビューでは、EUの修士プログラムを利用し、2 年間の留学でレギュレーションを専門的に学ばれ、化学

物質管理をテーマとした修士号を取得した四国化成工業（株） 谷野穣さまに、修士プログラムと修士論文のご紹介、留

学での学びをお話いただきました。

Chemical Innovation and Regulation（ChIR）

四国化成工業（株）　R&Dセンター　研究企画室  谷野　穣さま
留学を終えて帰国された、約 1 か月となる 2025 年 11 月 5 日にインタビューにご対応いただきました。

――　本日は、谷野様の 2 年間の留学について、ご紹

介いただきたいと思います。貴重な留学経験について

お伺いできますこと、うれしく思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。

谷野　こちらこそ、機会をいただき、ありがとうござ

います。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。

わたしは、2023 年 10 月～ 2025 年 9 月の 2 年間の留

学を終え、2025 年 10 月帰国し、現在は四国化成工業

taninom@shikoku.co.jp
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で、留学前と同様、レギュレーション業務を担当して

います。留学の 1 年目は主にスペインのバルセロナ大

学で過ごし、その後、アメリカのアトランタに 3 か月、

そして、ポルトガルのアルガルヴェ大学で約半年かけ

て、修士論文を書き上げました。

わたしが、主に学んだバルセロナ大学は、75 の学部

プログラムと 353 もの修士課程プログラム、さらに

96 の博士課程プログラムを提供する、現存するヨー

ロッパ最古の中世大学の 1 つです。メイン棟は歴史を

感じる建屋ですが、わたしが学んだ化学部棟はメイン

棟に比べると、少し地味な建物でした。

そして、論文作成のため、長い時間を過ごしたアルガ

ルヴェ大学は、対岸にアフリカ大陸が見える、ポルト

ガル最南端のファロという港町にあります。

今回わたしは、EUの教育機関が運営する「エラスム

ス・ムンドゥス」という修士プログラムで、レギュ

レーションについて学んでまいりました。このプログ

ラムは世界各国から学生を募集し、様々なテーマにつ

いて学ぶことができる修士プログラムで、多額の奨学

金も提供しており、それも魅力の 1 つとして、多くの

学生が学びに来ています。わたしはその中の 1 つであ

る「Chemical Innovation and Regulation（ChIR）」とい

う修士プログラムで学びました。2012 年に立ち上げ

られた世界初の化学物質規制を専門的に学ぶ修士プロ

グラムで、わたしは 8 期生として、ChIRが始まって

以来の日本人学生でした。無事、修士号を得て卒業が

でき、今はホッとしています。ChIRは、アルガルヴェ

大学（ポルトガル）、バルセロナ大学（スペイン）、ボ

ローニャ大学（イタリア）の南欧 3 か国の大学によって

共同で運用されているジョイント修士号（joint Master 

Degree）となります。そのため、わたしはバルセロナ

大学で主に学びましたが、修士号は、バルセロナ大学

に加えて、アルガルヴェ大学とボローニャ大学からも

学位が授与されました。

さらに詳しく、ChIRを紹介させていただきます

（図表 1）。ChIRでは、10 のグループの中から、学

生が主体的に興味のある 66 単位（モジュール）を選

択 し、 学 び ま す。「Group 1 Desing」で は、 イ ノ ベ

イティブな製品をどのように設計するか、「Group 3 

Management」では、品質管理やマーケットリサーチ

などの授業が準備され、学生が学ぶことができる内容

は、多岐にわたることがおわかりいただけると思いま

す。わたしは、「Group 10 Regulation」のレギュレー

ションの専門的なモジュールに加えて、興味のあっ

た「Group3 Management」 内 の「Business Planning」

「Entrepreneurship」「Innovation Management」を 選 択

して学んだことは、今後のビジネスを行っていくうえ

で、大変参考となったと感じています。我々の仕事は、

会社の中でも間接部門として、社内の多くの部署と仕

事をすることが多いので、社内対応やビジネス上の折

衝など、役立つ学びが多々ありました。ちなみに、授

業は全て、英語で行われます。

さ ら に、10 の グ ル ー プ に 加 え て、「Group 11 

Transferable Skills」も準備されており、バルセロナ大学

のあるスペインで主に話されているスペイン語を母国

語としない学生は、集中的な語学の授業が準備されて

おり、わたしもそこでスペイン語を習得しました。

このように、留学 1 年目はホスト大学（わたしの場合

はバルセロナ大学です）に、ほかの 2 大学から講師が

来校されるので、自分で選択したモジュールの授業を

受けます。
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図表 1
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2 年目になると、3 か月間のインターンシップがカリ

キュラムに組み込まれます（図表 2）。ここが、このプ

ログラムの面白いポイントの 1 つです。学生はホス

ト大学以外の国に必ず移動しなければならず、その地

で 3 か月間、インターンシップとして就労します。座

学で知識を学んだのち、実地訓練としてのビジネス

の中で学ぶことが要求されています。ただ、わたし

は、四国化成工業に所属しながら、社費留学しまし

たので、EU域内の企業でインターンシップを行うの

ではなく、四国化成工業の子会社である SHIKOKU 

INTERNATIONAL CORPORATION（アメリカ アト

ランタ）で就労しておりました。

3 か月間のインターンシップが終わると、ホスト大学

以外の大学（リサーチホストと呼ぶ）で修士論文の作成

に向けて、勉強や研究、執筆に勤しみます。最後に、

最終口頭試験が行われ、修士号の学位を得るプログラ

ムとなります。ChIRは、最低 2 か国、人によっては、

3, 4 か国と渡りながらプログラムに参画していく、イ

ンターナショナルな学びの場となっています。

わたしは、（2025 年）9 月 24 日にアルガルヴェ大学

で修士論文のディフェンス（論文の最終口頭試験）

を行い、無事卒業することができました。修士論文

の作成に当たって、日本でいう日化協にあたる、ス

ペインの化学業界団体である FEIQUE（読み :フェイ

ケ、Federación Empresarial de la Industria Quimica 

Española）や、 ポ ル ト ガ ル 石 油 化 学 業 界 団 体 の

APQuímica（読み :アペキミカ、Associação Portuguesa 

da Química, Petroquímica e Refinação）に協力いただ

きました。ChIRで、レギュレーションについて専門

的に学ぶことができたことに加えて、EUの業界団体

に関する知見が広がったり、関係者とのコネクション

を得ることができたりしたことは今後の業務に役立つ

経験だったと感じています。

図表 2

最終口頭試験の様子
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――　ChIRでは毎年何名の学生が学ばれているので

しょうか。

谷野　「エラスムス・ムンドゥス」の奨学金が給付さ

れる 20 名に加えて、私費留学することを希望した学

生が修士プログラムに参加しています。そのため、毎

年学生数は異なっています。8 期生は 38 名が入学し

ましたが、1 つ前の 7 期生は 30 名に満たなかったそ

うです。もちろん、奨学金の給付を受給するためには、

選考に合格しなければならず、ChIRの 8 期生の選考

には約 380 名の申し込みがありました。奨学金の受給

が叶わなかった場合でも、修士プログラムの選考に合

格すれば、わたしのように私費で入学することができ

ます。修士プログラムの選考は、基本的には書類選考

となります。

また、学生の年齢の中央値は 25, 26 歳ほどで、35 歳

で渡欧したわたしが 8 期生の最年長でした。

8 期生 38 名は、さまざまな国から学生が集まってい

ました。東アジアからはわたしだけでしたが、イタリ

ア、ジョージアなどのヨーロッパ圏、ナイジェリアや

タンザニアなどといったアフリカ大陸、ブラジルや

メキシコなどのラテンアメリカ圏、インド、パキス

タン、バングラデシュなど世界各国から参加していま

した（図表 3）。海外の大学は、日本の大学よりも卒業

が難しいと耳にすることもあると思いますが、一緒に

ChIRに入学した学生の中には、単位の取得ができず、

残念ながら、途中で退学となってしまった学生もいま

した。わたしも、試験前は大学の図書館で必死にテス

ト勉強をしましたね。

また、勉強だけでなく、現地の料理を楽しんだり、同

期の母国の料理をふるまってもらったりと、食文化の

交流もしました。さらに、サグラダファミリアなどの

ヨーロッパ芸術にも触れた充実した海外生活の経験と

なりました。

図表 3
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――　大変充実した留学生活だったことが伝わりま

す。続いて、谷野さまが研究した内容についてお教え

いただけますか。

谷野　はい。それでは、わたしの修士論文について、

簡単にご紹介させていただきます。

「EUの REACH規則と日本の化審法に対して、企

業がどれくらいの適用力を有しているか（Study 

on different capabilities followed by European and 

Japanese chemical companies to comply with EU-

REACH regulation and Japanese chemical law）」とい

うテーマで、修士論文を書き上げました。日本の企業

と EUの企業に調査票への回答をお願いし、統計的に

調査したものとなっています。

この調査は、（1）EU REACH規則と日本の化審法に準

拠するために化学企業がどのくらい費用と人的資本を

割いているのか、（2）EU REACH規則と日本の化審法

に対して化学企業の規制に対応する能力がどれくら

いあるか、（3）EU REACH規則と日本の化審法への対

応に関する化学企業の情報源はどこであるか、（4）EU 

REACH規則と日本の化審法における主要なステーク

ホルダーが化学企業に十分な支援を提供しているか、

（5）EU REACH規則と日本の化審法に関して企業はど

ういった懸念を持っているのか、を数的に明らかにす

ることを目的としています。

化学物質の規則は世界各国で複雑化し、指導者によっ

ても規制のスタンスや運用も様々となっています。日

本で化学物質規制へ対応する中で、現地の企業、特に

EU域内の企業がどのように REACH規制に対応して

いるのか、常々関心がありました。欧州企業と日本企

業の間で規則への対応方法に違いがあるのかを、調べ

ることにしました。

論文の作成に当たって、日本企業 21 社、スペイン企

業 6 社、ポルトガル企業 7 社、アメリカ企業 1 社の

合計 35 社に、調査票の回答にご協力をいただきまし

た。加えて、FEIQUEやAPQuímica、わたしも所属す

る（一社）化学物質管理士協会（Pro-MOCS）や日本のあ

る業界団体、化学物質規制業務に携わるわたしの友人

にも回答いただき、40 の調査票の回答をもって、デー

タを分析しました。母集団の数としては、限定的な数

となりましたが、今回はこのサイズで調査・分析を行

いました。調査票の回答にご協力いただきました企業

さまには、検証の結果を報告しています。

――　調査票では、そのような事項を回答いただいた

のでしょうか。
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谷野　「ビジネスの規模」「規制対応をどの国で行って

いるのか」「規制対応に何人の人材を割いているのか」

「費用がどれくらいかかっているのか」「適切な対応力

を持っているのか」「ステークホルダーへの満足度」な

ど、トータルで 40 問ほどに回答をいただきました。

データを検証し、「各企業さんはそれぞれお悩みをお

持ちでいらっしゃるということ」、さらに、「企業さん

が行っている対応方法は自社でのモデルケースとなる

こと」、「自社の対応が他社に比べてどのくらいの現在

地にいるのかがわかったこと」は、研究の財産になっ

たと考えています。

――　研究の結果、欧州と日本の企業での化学物質規

制への対応の違いはあったのでしょうか ? 

谷野　全てをご紹介することは難しいので、一部ご

紹介します。欧州企業は、CEFIC（読み :セフィッ

ク、欧州化学工業連盟、European Chemical Industry 

Council）をはじめとする業界団体への信頼度がかなり

高いことがわかりました。それに比べて、日本企業は

企業が独自に法令に対応していることが多いという結

果が出ました。もちろん、日本の業界団体でも規制に

対するロビイングを行っているところも少なくありま

せんが、日本企業としては、さらにサポーティブな働

きを業界団体に求めているのではないかと、感じまし

た。

さらに、規制に関する情報リソースはどこかという点

でも、欧州企業は、業界団体のワーキンググループか

ら入手しているとの回答が、日本企業に比べて、多く

ありました。業界団体は欧州企業にとってより重要な

情報源となっていると言えます。

規制対応の違いではありませんが、調査票への回答の

違いとして、興味深い点もありました。5 段階評価の

回答に、日本企業は真ん中の 3 を選択する方が多かっ

たことです。欧州企業は、できなかったと自己評価し

ているものには、はっきりと最低の評価をついて回答

されていました。このことは皆さんも想像が容易な

ことかもしれませんが、実際に回答票を確認すると、

はっきりと違いがあったポイントですね。

――　業界団体との関係性の違いという点では、その

ようになっている理由など、現地の業界団体と交流し

て感じるところはありますでしょうか。

谷野　欧州の業界団体はコミットメントが高いと感じ

ました。FEIQUEやAPQuímicaの担当者と話しますと、

企業にフットワーク軽くコンタクトし、情報共有、さ

らには議論を重ね、道筋を立てていました。FEIQUE

やAPQuímicaは CEFICにも所属しているので、ピラ

ミッドの構造のトップにある CEFICで決められた内

容や情報が、上から下に業界団体間でも落とし込まれ

る流れができているのではないかと感じました。

日本に目を向けると、日本の工業団体はせっかく取り

組まれているロビイングなどを外に発信する、アピー

ルする機会が少ないのではないかと思っています。ま

た、企業としても、工業団体へのアクセスの仕方がわ

からないという方も多いのかもしれませんが、工業団

体の活動にもっと積極的に自身から参加することで、

工業団体と企業とのつながりやお互いの信頼度がさら

に増すのではないかと考えました。

個人的な意見ですが、規制対応は競争ではないと思っ

ています。お互いの悩みを共有し、ベストプラクティ

ス（最善の方法）を探すことが理想的だと考えます。自

社だけでは思わぬ方にかじ取りをしてしまうことも考

えられますので、それを避けるためにも、個人 -個人、

企業 -企業、個人（会社）-団体、と様々な繋がりを持っ

たほうが、よりよい対応策に導けるのではないかと考

えています。
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――　詳細に教えていただき、ありがとうございまし

た。留学を終えて、特にREACH規則に関連して、感

じたことや考えが変わったことなどはありますでしょ

うか。

谷野　REACH規制について、現地で感じたことは

2 つありました。1 つ目は、ブリュッセルの欧州議会

を見に行き、そこに「DEMOCRACY IN ACTION（行

動する民主主義）」と大きく掲げられているのを見て、

やはり EUは民主主義をもって、立法や規則などを決

めているのだということを、日本で考えていた以上

に、現地でさらに強く感じました。明確な理由を持っ

て多数決で決めるという完全な民主主義の文化は、ア

ジア圏独特の、上から言われたことに従う文化とは、

大きく異なる文化だと思いました。さらに、現地では、

オーバーツーリズムへの抵抗のデモやカタルーニャ地

方の独立のためのデモも多く行われ、個々人も自分の

意見をはっきりと表明する文化を生活の中でも感じて

いました。そういった文化圏で施行されたREACH規

則は、世界一厳しい規則と言われるものであり、今後

も化学物質規制を先導する規制になっていくのだろう

と考えています。

もう 1 つは、先の話と矛盾してしまうのですが、そん

な REACH規則を運用している EU域内の企業であっ

ても、REACH規則への対応の正確性や厳格さは企業

によってまちまちであることも、現地企業との対話に

よって感じたことです。わたしが直接話すことができ

た企業が南欧の企業であったことも影響していたかも

しれませんが、規制対応が案外いい加減な企業もあ

りました。修士論文でも取り上げましたが、勝手なイ

メージで、EU域内の企業は厳格に対応していると思っ

ていたイメージが覆されました。

――　今回の留学経験をどのように今後の業務に活か

していかれるかといったビジョンはお持ちでしょう

か。

谷野　弊社の規制対応の業務は、転換期・過渡期にあ

ると考えています。これまでは、もぐらたたきのよう

に出てきた規制に対して、1 つずつ対応するやり方で

した。しかし、これからは、前のめりに、積極的に情

報を収集して、先取りの規制対応をしていきたいと考

えています。そのような対応を行うためには、情報を

収集できるコネクションが重要だと考えていますし、

今回の留学経験ではそのコネクションを得ることがで

きたと思っています。規制の内容だけでしたら、法律

の原文を読むことで得られますが、その先にある、現

地でどのように運用されているのかといったことま

で、より現実的な情報を集め、今後の規制対応の業務

に活かしていきたいと考えています。

そして、規制対応には、サプライチェーンでの情報共

有が必須であり、企業間で規制に関する情報伝達を行

うこと、さらには、お付き合いのある企業さんに規制

の内容を理解していただくことは、大変重要なことで

あると考えています。企業間での規則に関する情報の

やりとりは、川上企業に対しても、川下企業に対して

も、伝言ゲームのような情報のやりとりとなり、どう

しても正しく伝わらないことがあります。そのため、

必要があれば、きちんと規制について、かみ砕いて説

明することが、レギュレーションの担当者の 1 つの責

務であると考えています。先ほども申したように、こ

れまでは起きた出来事に対応するような受け身な対応

をしていたところを、前のめりに情報収集をすること

によって、「いま、このような動向や規制の検討が行

われていますが、製品への使用状況はいかがですか、

対応できていますか」といった企業間でのやりとりを

行うことで、予防的な規制対応と、サプライチェーン

への規制情報の提供が行えるのではないかと考えてい

ます。

今回の留学で、わたしに “レギュレーションを専門的

に学んだ ”というバックグラウンドができ、規制対応

業務でのわたしの言葉に説得力を待たせることができ

ました。自分自身も社内で「レギュレーションについ
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て一番理解しているのはやはり谷野だ」と胸を張って

言えるような働きをしていきたいと思います。

――　ChIRの卒業生との人脈も、今後も情報収集の

大きな力となってくれそうですね。

谷 野　 そ う で す ね。 た だ、ChIR は「Chemical 

Innovation and Regulation」と名付けられているよう

に、レギュレーションにのみ興味を持っている学生だ

けではありません。タンザニア出身の学生は、藻の合

成に関するスタートアップ企業を大学生時代に立ち上

げ、その会社のCEOとして、ChIRでサステナビリティ

を中心に学んでいました。そのため、レギュレーショ

ンについて詳しい学生は、8 期生のうちでも、15 名程

度だと思います。卒業して、各国に散らばりましたの

で、今後もお互いのためにも連絡は取り続けたいと考

えています。また、レギュレーションを専門としてい

なかったメンバーにも、国の状況というのは、その国

にいる人しかわからないこともあると思います。例え

ば、最近、コロンビア REACHが整備されましたが、

コロンビアがアメリカに反発している政治的な状況の

中で、実際に当局にはマンパワーがあるのかといった

ことは、法律の原文を読んだだけではわからず、現地

にいる人しか感じ取れない情報や感覚です。そういっ

た現地の状況を得るということも、レギュレーション

対応に活かすことができると考えています。

さらに、付け加えると、今回の留学で、スペイン語を

習得することができたことも大きな財産の 1 つとなり

ました。現在、南米では化学物質規制の策定が活発に

検討されています。情報を得る際に、言葉も大きな障

壁となりますので、スペイン語を話せることがアドバ

ンテージになると考えています。今後も業務に活かす

ことができるよう、スペイン語の勉強を続けたいと思

います。

――　最後に、読者の皆さまにメッセージをいただけ

ますでしょうか。

谷野　はい。これまでも、毒性学や環境毒性学といっ

たレギュレーションの一部である分野を学ぶことはで

きましたが、レギュレーションを専門的に学べる学科

は多くありません。グローバルで化学物質規制が多く

整備されているなかで、レギュレーションを専門で学

ぶことは有意義なことだと思いますし、規制対応にお

いて、先ほども申し上げたようにコネクションを作る

ということが大きな価値持っていると考えています。

もし読者の皆さんにも、同じような考えの方がいらっ

しゃいましたら、レギュレーションを専門的に学んだ

人間として、意見交換などの付き合いをさせていただ

くことができましたらうれしいです。そして、もし

ChIRに興味を持ってくださる方がいましたら、わた

しに続いて、ChIRで学んでくださると、さらにうれ

しく思います。

 

 

 

ChIRに興味を持った方は、以下のURLより詳細を確認ください。

Erasmus Mundus MSc in Chemical Innovation and Regulation
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